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48
４月号 宮城県外へ避難されている皆さまへ

今回の定期便は、平成29年度最後の発行となりますので、１年間を振り
返った内容としました。平成30年度も定期便をお届けいたしますが、
掲載内容など一部変更点がありますので、併せてお知らせいたします。
なお、これまでお届けした内容は下記のホームページからご覧いただけます。

　宮城県では、震災から10年で復旧・復興を達成するという目標のもと、復興に至る

までのプロセスを「復旧期」「再生期」「発展期」の３つのステージに分け、それぞ

れのステージに合わせて事業を展開して参りました。

　平成30年度からの３年間は、最終ステージにあたる「発展期」となります。県外避

難者支援に係る体制や発信する情報の内容についても、発展期に合わせて次のとおり

変更となりますのでお知らせ致します。

復 旧 期 再 生 期 発 展 期

H23～H25(年度)
(３年間 )

H26～H29(年度)
(４年間)

H30～H32(年度)
(３年間)

震災復興計画期間:10年間(目標:平成32年度)
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定期便が新しくなります！

　もっと見やすく、よりわかり易い紙面を目指して、次号の定期便から掲載内容

やレイアウト等を変更します。

○主な変更点　　　　　　　　　　　　　　　　

　・発展する被災地の様子をより多くお届けします。

　・Ａ３サイズからＡ４サイズの冊子タイプへ変更します。(概ね４～６ページ)

　・文字を大きく、情報をより詳しく掲載します。

　・災害公営住宅の情報は、定期便本誌に掲載します。

○変更の無い点

　・発送は毎月月末に発送します。

　・求人情報は「仙台市」「石巻市」「気仙沼市」の情報を掲載します。

　・各種支援制度、県内外のイベント情報も引き続き掲載します。

帰郷された方への定期便送付について

ご意見用紙より

　宮城県に帰郷された方への定期便送付につきましては、誠に勝手ながら、今回

の送付をもって終了させていただきます。

　なお、定期便は宮城県のホームページにも掲載されておりますので、今後は下

記URLにアクセスの上、インターネットからご確認ください。

http://www.pref.miyagi.jp/site/ej-earthquake/teikibin.html

　平成29年度は、交流・相談会をはじめ、生活再建に係る今後の意向を確認できていない避難世帯を全戸訪問する“意向確認調査”を行うなど、皆様の声を聞く機会がたく

さんありました。これまで頂いた皆様からの声のうち、避難を終了し、新しい生活を始められた方々の声をご紹介します。

みやぎ復興定期便に同封していたご意見等記入用紙により寄せられた声です。

○避難先に定住しました。宮城県から遠く離れた地に避難し、今となってはなか

　なかテレビでも情報が届かないなか、色々とリアルタイムの情報を届けて頂き

　ありがたかったです。ありがとうございました。(30代女性)

○こちら（避難先）に住まいを確保しました。いつ何年先になるか分かりません

　が、また帰られたらと思っております。復興応援しております。(60代男性)

○集団移転造成地に新居を建築しました。６年間ありがとうございました。(60

　代男性)

○おかげさまで宮城県内の仕事に就けました。今まで色々な情報をありがとうご

　ざいます。慣れない立ち仕事でうまくいっていない状況ですが、家族と一緒に

　過ごし、元通りの生活を取り戻していきたいです。(50代男性)

○やっと地元に戻り安心しました。あとは心も、身体も、生活も、自力でがんば

　らなきゃと思っています。生きてこられた事だけでも幸せです。感謝の気

　持ちでいっぱいです。(70代女性）

■宮城県震災復興・企画部震災復興推進課

　☎  022-211-2408 (平日 ８:30～17:15)

■宮城県東京事務所

　☎ 03-5212-9045 (平日 ９:15～17:30)

県外避難者支援員（大阪事務所）と
みやぎ避難者帰郷支援センターについて

　平成27年度から実施している「県外避難者支援員（大阪事務所）」と「みやぎ

避難者帰郷支援センター」による帰郷相談支援事業については、県外避難者数の

減少を踏まえまして、平成29年度をもって終了することとなりました。

　今後は、宮城県震災復興推進課及び宮城県東京事務所が相談窓口となりますの

で、帰郷に関する相談及び避難生活における相談については、下記連絡先へお

問い合わせをお願いします。

平成29年10月21日に東京で開催した交流・相談会の感想です。

○久しぶりに東京で知り合った友人と再会できてよかった。
○住宅相談・金融・法律相談等、お聞きしたい事を聞くことが出来て大変有意義
　でした。
○被災で知り合った友と会えてうれしかった。支援員の方とも会えて感謝です。
○久しぶりに宮城県の方と話が出来てよかった。
○このような会を開いてもらってありがたい。
○写真を見せて頂いたり、お話を伺うことで、現在の地元の復興の様子がわかっ
　たので嬉しかったです。きれいになって良かったと思います。
○地元の様子がよくわかった。近いうちに帰って様子を見たいと思う。

県外避難者交流・相談会より

平成29年10月21日(日)に東京で開催した交流相談会の様子


